
（別紙３）

～ 令和7年　11月　18日

（対象者数） 29名 （回答者数） 26名

～ 令和７年　11月　18日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別対応の経過を見て、改善・検討の必要がある場合はその

都度職員全体で周知し、こどもにとってより良い支援方法を

考えていく。

2

新しい事や季節事の行事等も取り入れていく。こどもに寄り

添い、こどもの個々の特性に合わせたやり方や支援方法等の

検討を引き続き行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域のイベント等、周囲の方々との交流の情報提供を積極的

に行う。他事業所との交流の機会を設ける。

2 保護者会の実施を検討中。

3 保護者に事業所の中を見てもらえる機会を設ける。

職員配置が適切であり、個別対応ができている。
こどもに応じた個別の取り組みや課題が行えるように計画を立

てている。

こどもが楽しめる活動を用意している。

こどもが取り組みやすいようにするにはどうすればいいか職員

間で話し合いを行っている。

視覚的に分かりやすいようにルールを書面で提示したり、慣れ

親しんだ活動を繰り返し行うことで安心できる環境づくり等の

工夫を行っている。

事業所の中身が見えづらい。 事業所の中を見る機会を設けていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他事業所・地域との交流がない。 居住地や学校がバラバラで難しい。

保護者間の交流の機会がない。
保護者会等の交流の機会を設けていない。

居住地や学校、生活スタイルがバラバラで難しい。

令和６年　11月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　11月　18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　アカホシテントウ

○保護者評価実施期間
令和６年　11月　16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


